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「ピンチをチャンス」にした 1 年間。令和 2年度修了式。 
    「慎重さ」と「工夫」でコロナ禍に対応し続けた本年度。毎日の学校生活に 

おける感染拡大防止の対応はもとより、健康安全を第一に、多くの学校行事が 

変更や中止を余儀なくされた1年でした。これまで当たり前のこととして過ごしてきた、日々の生活 

の貴重さについて改めて考えさせられました。密の防止に努めなければならない今だからこそ、仲間 

との心のふれあいの大切さ、周囲との温かい関わりのありがたさを、再認識する1年でもありました。 

１学期、「ピンチの今こそチャンスに」の校長先生の言葉で始まったこの1年。ワクチン接種が開 

始された一方で、現在も緊急事態宣言が出されている地域もあり、まだまだ予断を許さない状況が続 

きます。本校の教育活動も、新しい視点を取り入れて見直しを図り、引き続き「ピンチをチャンス」 

にして、一層充実した内容を目指していきます 

生徒の皆さんは明日から春休みに入ります。気を緩めることなく、引き続きマスクの使用やこまめ 

な消毒など、感染防止に心がけて生活をしてください。あわせて、新年度までの約2週間、春休みの 

課題をはじめとして学習面を充実させるとともに、今年度の自分自身を振り返り、新学年に良いスタ 

ートが切れるよう、新年度の抱負や計画を立てておきましょう。4月、新しい学年での生活に期待を 

ふくらませて生き生きとした、皆さんの姿を楽しみにしています。 

卒業式。晴れ姿の門出とともに新たな一歩へ。 

春の訪れが感じ始められた３月１２日、藤田中学校第６７回卒業式が挙行されました。学級担任の 

呼名に応える、3年間の達成感に満ちた卒業生の返事とともに、厳粛かつ整然と卒業証書授与が進行 

しました。卒業生代表、岡田真弥さんの別れの言葉の後、卒業生全員による、「３月９日」の心に染み 

入る歌声が響きました。コロナ対応のため、卒業生、保護者、在校生代表、教職員のみでの式でした 

が、125名の卒業生は皆、立派な態度で誇らしく、退場の際は、門出を祝う温かい拍手に包まれまし 

た。卒業生の皆さんが中学校で身につけた力を糧に、4月から一人一人新しい場所で、元気に一層ご 

活躍されることを、 

心から願っています。 

 

 

 

命を守るために。1 年防災学習。 

３学期に１年生が取り組んでいる防災学習の一環として、３月２日、岡山南消防署の職員の方をお 

招きし、救命救急講習を行いました。救急法についての動画を視聴した後、消防署の方による心肺蘇 

生の方法についての実演とあわせて説明を受け、実際にグループごとに胸骨圧迫や人工呼吸、ＡＥＤ 

の使用法について実習を行い、練習用のダミーを使って体験しながら指導をしていただきました。 

もしも自分の近くで倒れている人を発見した際に、いかに迅速かつ適切に対処できるかで、命を救 
 



    

   うことができるかどうかが決まることを身をもって体験し、生徒は皆真剣な表情で学習に臨んでいま 

した。 

 

 

 

 

教育に関する総合調査結果を受けて  

    ２学期に実施しました、令和２年度教育に関する総合調査へのご協力ありがとうございました。今 

回の調査結果の大きな特徴の一つとして、生徒、保護者、教職員のいずれの回答においても、多くの 

項目で過去２年の結果と比較し、肯定的な回答率が増えていたことが挙げられます。１例を挙げると、 

生徒アンケートでは「学校に行くのが楽しいか」の問いに対する肯定的な回答が８２．７％で、平成 

３０年度、令和元年度に比べ３～５％増えています。「学校の授業がわかりやすく楽しい」と答えた 

生徒の割合も、過去２年と比較し７％強増加し７３．１％となっています。本校が推進している人権 

教育に関する項目でも、自己肯定感や他者受容感に係る質問で２～３％肯定的な回答が増す結果とな 

りました。学校の教育活動に対する、保護者や地域の皆様のご理解ご協力のおかげと感謝いたしてお 

ります。増加傾向に満足することなく全ての生徒の満足感、達成感を目指して取組を進めます。 

 一方、「授業中は聞くだけでなく自分の考えを発表している」への肯定的回答が５０．６％と低く、 

主体的な学習に係る課題が窺えます。令和３年度から、より「主体的、対話的で深い学び」を目指す 

新学習指導要領での教育が始まります。授業はもとより各教育活動において、教材研究や内容、手法 

の精選、改善を一層行っていきます。 

「地域の行事に役割を持って参加している」３９．５％等、生徒の地域貢献意識を計る各項目につ 

いても、肯定的回答の低さが見られました。コロナ禍による、校外、家庭外での活動の難しさも一因 

となっていると思われますが、自分の周囲、地域への奉仕、参画、貢献意識を高め、実践する力の育 

成に向けて、更なる工夫が求められる結果となりました。 

教育力の向上に向けて努力してまいりますので、今後ともご理解、ご支援をよろしくお願い申し上 

げます。  

ＰＴＡ活動へのご協力、誠にありがとうございました。 

２月９日、執行部役員、各専門委員会の委員長、副委員長が出席し、本年度第２回のＰＴＡ全体委 

員会を開催し、本年度の活動報告、反省を行いました。コロナ対応のため、毎年恒例のＰＴＡ活動を 

縮小、中止せざるを得なかった１年でしたが、保健体育委員会の「健康体操教室」に代わる、「家庭 

でできる体操・運動」資料の配付や、広報委員会により、年１回に絞って紙面を充実させたＰＴＡ 

新聞「新風」の発行、補導交通委員会の交通査察における、担当場所の精選や実施時間帯の検討など、 

各委員会で工夫した取組を行っていただきました。１年間、本当にありがとうございました。来年度 

もＰＴＡ活動の活性化に向け、引き続きご理解ご協力の程、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

４/７ 水 クラス発表８：００ 始業式 教科書配布 学活 

９ 金 入学式 

１２ 月 ５０分×６校時 ２・３年給食開始 

令和３年度当初の主な行事予定 

 


